
2025年8月1日

鉄道博物館からのお知らせ

夏休みイベント情報 第2弾

夏休みイベント情報 第1弾はこちら！！

🍧 🍧

てっぱくイベント

限らず毎日
運転室です。

日時 2025年8月9日(土)～8月22日(金)

場所 南館3F 歴史ステーション 中央時計ひろば

南館3階 歴史ステーション中央時計ひろば駅弁の懸け紙

昭和元年から昭和20年に作成された鉄道に関する文書や

乗車券等を期間限定で特別展示します。資料保存のため今後、

展示することが極めて少ないと思われる、貴重な資料も特別

に公開します。ぜひこの機会にご覧ください

◆昭和100年・戦後80年 特別展示
‐鉄道博物館から見た昭和の世界-

◆ てっぱく大学
◆ 車両ステーション月替わり運転室公開
8月は０系新幹線カットモデル(21-25)の運転室！

夏休み期間も開催中！

https://www.railway-museum.jp/news/pdf/20250712_5.pdf
https://www.railway-museum.jp/news/pdf/20250701_1.pdf
https://www.railway-museum.jp/news/pdf/20250728_3.pdf


本館2F ステンドグラス

日時
2025年8月7日(木)、8月8日(金)
① 11:15～11:45 ② 14:00～14:30

場所 本館2F 車両ステーション ステンドグラス前

対象 小学生以上（お子さま向けの内容です）

定員 各回20名程度（先着順）

本館2Fにあるステンドグラス作品「過ぎゆくもの」を、もっと楽しく、
もっと自由に楽しんでもらえるように、作品と美術の両方の視点から
作品の魅力を“みんなで一緒に見つけていく”参加型の「たんけんツアー」
を開催します。

◆ステンドグラス作品の魅力を“感じる”
～「過ぎゆくもの」たんけんツアー！～

「たんけんツアー」の見どころ！
スタッフと一緒に“発見”する時間！
鉄道博物館のスタッフが、作者の人柄や創作スタイルにも触れながら、
作品の魅力ご紹介。鉄道と美術、両方の視点から
みんなで魅力を発見しよう！
みんなの“気づき”がヒントに！
「この部分、何に見える？」「どんな気持ちになる？」など、参加者の素
朴な疑問や発想を大切にしながら進行します。皆様と一緒に自由な
視点で作品を味わいます。
鉄道と美術の“つながり”を探そう！
作品に込められたテーマや、鉄道と美術のどんな関係を語っているの
か？みんなで一緒に考えてみましょう。

日時
2025年8月9日(土)～８月17(日）
10:00～16:30

場所 北館 キッズライブラリー

その他
8月11日(月・祝)には、南館1F E5系モックアップ前
「てっぱくで踊ってみた！あいうえおいでよ とれたんず撮影会」を
開催予定です！

10周年を迎えるとれたんずをお祝いするプレイベントを
「チームとれたんず」と開催します！
期間中、ぬりえやフォトブースを設置いたします。

◆とれたんず10周年～みんなでお祝いしよう！～
in 鉄道博物館

🍧詳しくは、こちらをご覧ください！

https://www.railway-museum.jp/news/pdf/20250718_1.pdf


日時 2025年8月14日(木)、8月15日(金)

場所
本館2F ステンドグラス前
本館1F 車両ステーション クモハ40形電車
本館1F 車両ステーション クモハ40形電車

◆横浜線で働く駅員・乗務員のお仕事紹介イベント

横浜線の紹介と駅・乗務員のお仕事紹介イメージ

横浜線を担当するJR東日本の町田統括センターで働いている
現役の駅員・乗務員（車掌・運転士）がてっぱくにやってきます！
「横浜線の紹介と駅・乗務員のお仕事紹介」や
「懐かしの横浜線 車内改札再現」、
「クモハ40系電車 ～ライブサボ 交換～」を実施します。

🍧詳しくは、こちらをご覧ください！

クモハ40形電車

🍧横浜線関連資料展示も8月2日(土)～9月1日(月)で開催します。

日時
2025年8月13日(水) 
13:00～13:45

場所 科学ステーション2F

対象 小学生以下

定員 20名程度（先着順）

参加方法 開始5分前までに、科学ステーション2Fへお集まりください。

鉄道に関する質問にてっぱくの学芸員やスタッフがお答えします！「どうし
て大宮は“鉄道のまち”なの？」「どうしてはやぶさ号は早く走れるの？」
など気になることを質問してみましょう！

◆夏休み！子どもてっぱく相談室

🍧可能な限り時間内にお答えいたしますが、内容によっては時間を要したり、
お答えできない場合がございます。あらかじめご了承ください。

https://www.railway-museum.jp/news/pdf/20250728_4.pdf


日時
2025年8月23日(土)、8月24日(日)
11:00～11:45

場所 本館2F ステンドグラス前

定員 各回10組（１組３名まで）

参加方法 「てっぱく抽選アプリ」での抽選が必要です

講師の先生と一緒に、折り紙でかっこいい立体の新幹線を作ってみま
せんか？お土産にもなる折り紙に、ぜひチャレンジしてみよう！

◆折り紙で新幹線をつくろう！

🍧さいたま市 生涯学習人材バンクから講師を派遣いただきます。
初心者の方も安心してご参加ください！

立体折り紙イメージ

🚅 平面の折り紙も作ってみよう！
折り方を見ながら、
お客さまご自身
自由にお楽しみいただけます。
▶ 各日 12:00～16:30

🍧詳しくは、こちらをご覧ください！

平面折り紙イメージ

企画展に関連するイベントも行っております！

鉄道博物館 企画展
「こころ、はずむ、出会い 観光列車の世界」

◆2025年7月12日(土)～2025年9月29日(月)◆

企画展の詳細はこちらをご覧ください。

開催中‼

https://www.railway-museum.jp/app/draw.html
https://www.railway-museum.jp/news/pdf/20250726_2.pdf
https://www.railway-museum.jp/event/exhibition.html


期間 2025年8月9日(土)～8月17日(日)

時間 11:00～ ※景品が無くなり次第終了

場所 南館2F 未来ステーション入口

料金 1回 1,500円(税込)

空中を舞うクジを引いて、いろいろな大きさのぬいぐるみを当てよう！

⋄お支払いには現金、または交通系ICカードがご利用いただけます。

新幹線ぬいぐるみ(イメージ)

“かがやきぬいぐるみ”もあります。

鉄道落語が持ちネタの落語家 古今亭駒治（ここんていこまじ）
による『てっぱく落語』の第9回目です。

日時 2025年8月17日(日) 13:00～14:00

場所 本館2F てっぱくシアター

対象 小学生以上

定員 45名

鑑賞料 1,500円（税込）

参加方法
セブンチケットにて発売中です。
https://7ticket.jp/s/112089

◆落語鑑賞の方には、「駒治直筆サイン入り記念硬券」をお渡しします。
◆詳しくは、こちらをご覧ください！

撮影・武藤奈緒美

◆てっぱく落語

◆ミュージアムショップ TRAINIART 「トレインくじ」

https://7ticket.jp/s/112089
https://www.railway-museum.jp/news/pdf/20250731_1.pdf


8/9(土)～8/17(日)は、8/11(月・祝)を除き、北館 てっぱくホールを
臨時昼食スペースとして開放します。
チャギントンの映像を見ながら、おくつろぎください。
▸開放時間：10:00～15:00

8/12(火)～8/15(金)は以下の体験プログラムを、土休日のスケジュール
で行います。

101系
ドア閉め
体験

485系
屋根上機器
の動作実演

(交直流切換)

音で旅する
200系
新幹線

ラーニング
プログラム

「どうやって電車
は動くの？」

運転士体験教室
初級

(※要抽選アプリ)

10:15
～

10:30

15:30
～

15:50

11:00
～

11:15

14:00
～

14:45

10:25～
(所要時間35分)

◆飲食店舗ご利用時間
8/9(土)～8/17(日)の駅弁屋・レストランの営業時間は以下の通りです。

◆体験プログラム

◆臨時昼食スペースのご案内

8/10(日)～8/16(土)は混雑状況により、
開館時間を早める場合がございます。
早めに開館した場合でも「てっぱく抽選アプリ」による体験展示等の
抽選は10:00～となります。

⚠

キッズカフェ ビューレストラン
トレインレストラン

日本食堂
駅弁屋

（北・南）

10:00
～

L.O16:30

10:30
～

L.O16:30

10:30
～

L.O16:30

10:30
～

15:00
※売切れ次第終了

◆夏休みのイベント情報で料金の記載のないものは入館料のみでお楽しみいただけます。
◆イベント内容は急きょ変更、中止になる場合がございます。
◆駐車場は満車になる場合がございます。公共交通機関のご利用をお願いいたします。

◆駅弁臨売のご案内

8/11(月・祝)～8/13(水) 本館2F ステンドグラス前にて駅弁屋の
臨時売店を設置します。
▸販売時間：10:30～売り切れ次第終了

https://www.railway-museum.jp/app/draw.html

